
【検討会】
コンソーシアム候補形成のための検討会、マッチング

推進方策検討会などの開催
【技術の特性把握】
多収性品種の特性を活かす実証ほの実施、飼料用米

の給与実証
【栽培・技術マニュアル作成】
飼料用米栽培マニュアル｢飼料用米栽培の手引き｣作成

【産地・実需者の発掘調査】
料理人等28名の聞き取り、栽培農家91戸の聞き取り

【マッチング活動】
産地と実需者、府民を対象とする意見交換・試食会の開催

『京都府産のお米活用による旨み成分の高い京都府産牛肉のブランド化』

【全体概要】 他産地との差別化を図るため、特徴ある牛肉生産が求められており、近年、京都府内で栽培が拡大している飼料用米に着目した。
そこで、平成26年度から新たに始まった数量払い制度に対応するべく、府北部の中山間地での安定多収生産を目指して、多収性品種による多肥栽培

の実証を行った。また、肥育農家での飼料用米の給与実証を行うとともに、肉質調査、試食会及び消費者アンケートを実施し、旨み成分に特徴ある京都
府産牛肉のブランド化に取り組んだ。

産地ブランド発掘事業
取組概要

（H26～H27 ）

①多収性品種の能力を引き出す新しい施肥方法（従来の1.6～2倍の多肥、穂肥・実
肥を組み合わせた施肥方法等）による安定的な多収の実践
2009年 （独）農研機構 東北農研センター

②オレイン酸等、旨み成分を活かす飼料用米の給与技術
2012年 山形県農業総合研究センター 畜産試験場

新品種・新技術等の概要

＝京都府＝

主な取組内容

実績と今後の展開

【実績】
＊ 多肥栽培（N10～12kg/10ａ）により収量が向上することを実証し、

省力化や安価な肥料を用いた実証事例等を「飼料用米の栽培の手引き」
にまとめた。

＊ 給与実証結果及び試食会を受けて、大規模肥育農家での利用が決定し、
その飼料用米の需要量は約250tと積算された。

【今後の展開】
＊ 平成28年度 府内15か所に実証ほを設置して、 増収等の取り組みを引き

続き支援する。

＊ ブランド化実現にむけて、肥育農家の米需要量を確保するためのマッチ
ング活動を継続する。

コンソーシアム候補の体制図

飼料用米の給与 基肥として鶏糞を利用
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